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◇ 旧安保条約締結から
普天間基地移設問題、
22防衛大綱まで日米同盟の
歴史・現状・展望を詳説

◇ 日米同盟における各分野を
代表する執筆陣

◇ 実務家向けの専門的内容を
初学者にも理解できるよう
分かりやすく表記
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【監 修】 東京大学教授 北岡 伸一
「日米安全保障条約の第二条には、自由な政治的経済的制度を強化するという
文言がある。つまり自由主義へのコミットメントが、日米同盟の精神的基礎である。
日本もアメリカもこの精神に沿って、自らのありかたを振り返っていかなくてはならない。

現在のアジアで問われているのも、こうした価値を体現した制度が維持できるか
どうかである」 （本文より抜粋）

【監 修】 東京大学名誉教授 渡邉 昭夫
「今われわれがなす選択が将来の世代の生き方を制約するのだという自覚を
鋭く持って現実に対処しなくてはならない。
必要な装備の整備は無論、法制上の改善、自衛隊や米軍に対する世論の支持、
防衛関係情報の厳格な管理システム、防衛技術の向上など、ソフト面を含むトータルな
『安保体制』が抑止力なのである。その意味で、安全保障問題や日米安保体制に
関する幅広いコンセンサスは、最も基礎的な要件である」 （本文より抜粋）
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【巻 頭 言】 元内閣総理大臣 中曽根 康弘
「日米同盟は、これまで幾多の困難を乗り越えてきた。しかし、いかなる緊密な同盟関係
も、当事国の努力がなければ維持できない。日米同盟も、両国の国情や国際環境に
よって、今後どのように変化していくかわからない。我々日本人一人一人が、これからの
時代において、とくに世界やアジア情勢を見据え、客観情勢の変化に応じた
主体性、自主性をもった同盟のあり方、方向性を考えていかねばならない。
同盟の深化とはそのことである。」 （本文より抜粋）
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